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生成AI・AIエージェントの活用は、業務効率化、新規事業創出、
意思決定高度化の大きな機会をもたらします。AIは業務効
率化や価値創造をもたらす一方で、AI導入が拡大するにつれ、
全社でのAI利活用状況の把握がより一層困難になり、AIの判
断根拠の不透明性やバイアスなど、従来のIT・データ管理だ
けでは十分に捉えきれない新たなリスクが顕在化します。AI
活用を継続的に拡大していくためには、経営層がAI活用とリス
クの双方を把握し、自社のリスク許容度を踏まえた意思決定と
説明責任を果たせる管理態勢が不可欠です。AI導入が急速

に進むいま問われているのは、企業活動の信頼を支える仕組
みです。
プロティビティのAIガバナンスフレームワークは、AI活用の機
会を最大化しながら、企業として説明責任を果たせる管理態勢
を高度化することを目的としています。AI戦略、推進体制、リス
ク・統制、人材育成、AIユースケース管理、技術的設計等を一
体で設計することで、経営層・管理者層・業務担当者がそれ
ぞれ適切な役割を果たし、全社として責任あるAI活用を推進
できる基盤とします。

AI活用の成否を分けるのは、ガバナンスと責任ある推進•    •    •

AIガバナンス構築・高度化支援サービス
AI活用を推進・継続しながら、AIリスク対応に関する説明責任を果たすことが
できるガバナンス態勢の実現を支援します。

プロティビティのAIガバナンスフレームワーク
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AIリスク管理の設計

AIガバナンス方針・規程　|　委員会・管理態勢　|　教育・定着化のための施策

AI事例／ベンダ棚卸設計 技術的・運用的統制設計 評価・モニタリングの設計

AI戦略／原則の確立 投資配分・説明責任AI推進体制の設置 
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プロティビティについて
プロティビティは、クライアントがビジネスの変革や防護、また計画された事象や予期せぬ事象に対応できるように支援するグローバルコンサルティングファームです。25か国、90を超える拠点で、
プロティビティとそのメンバーファームはクライアントに、テクノロジー、AI、データ、オペレーション、ファイナンス、法務、コンプライアンス、人材・組織、マーケティング、デジタル、リスク、内部監査の 分野
において、高い専門性とお客様ごとに的確なソリューションを提供しており、組織の変革の加速、リスクへの対応、最も重要な価値の保護を実現します。
プロティビティは、2015年以来、米国フォーチューン誌の働きがいのある会社ベスト100に継続して選出され、Fortune100の80％以上、Fortune500の約80％の企業にサービスを提供しています。
また、成長著しい中小企業や、上場を目指している企業、政府機関等も支援しています。プロティビティは、Robert Half Inc.（NYSE：RHI）の100％子会社です。

プロティビティ独自のフレームワークを活用し、クライアントのAIガバナンスの成熟度を評価しま
す。AI戦略や方針、プロセス、人材、データ等、相互連携する領域を統合的に評価することで、
AIガバナンスにおける目標の設定、リソース配分、最適化された状態に至るまでのステップを
具体化できます。AIの本格展開に先立つ評価や継続的評価による改善により、AI活用にお
ける信頼の維持や是正コストの増大を抑えることが期待できます。

AIガバナンスの本質は、規程や委員会を作ることではなく、AI
活用状況とリスクを継続的に把握・管理し、適切な統制と経
営判断につなげる運用の仕組みを作ることです。プロティビ

ティの国内外の支援実績をもとに作成した独自のフレーム
ワークをベースに、クライアントのAIガバナンスの実現に必要
な領域を包括的に支援します。

AIガバナンス評価：現状分析・継続的改善の支援•    •    •

AIガバナンス・リスク管理態勢構築支援•    •    •

プロティビティのAIガバナンス構築メソドロジー

具体的な支援事例•    •    •
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ガバナンスにおける経営者の役割
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AIガバナンス
体制構築支援

AIポリシー・規則
整備支援

AI利用者・経営層
への教育支援

AIリスク管理・
評価プロセスの設計

統制実装・
定着化支援

AICoEや委員会の役割、
意思決定、報告プロセ
スを整理し、説明責任
が果たせる形でAIガバ
ナンスを推進できる体
制を構築します。

組織の価値観・AI戦略
に応じたAIポリシーの
明文化や社内規則類
の整備により、安全なAI
活用の指針を明確にし
ます。

役割に応じた教育コン
テンツの策定・実行を
支援し、 AIガバナンス
の定着と現場での安全
なAI活用を促進します。

AIシステム/活用ケース
の棚卸による管理対象
の明確化、 AIリスクを
体系的に整理し、評価
プロセスを整備します。

評価結果や統制要件
をもとに、現場での業務
を止めない実行可能な
対策として実装し、安全
なAI活用の定着を支援
します。

本クライアントでは、業務の効率化と管理の高度化に向けてAI活用の重要性が高まっていること、また、AI技術の業務への組み
込みが進むにつれ、責任ある対応が求められることを認識していました。一方で、AIリスク管理フレームワークの設計、AIガバナ
ンス方針の策定、運用モデルの構築を組織の価値観や規制要件と整合させることに課題を抱えていました。倫理的で透明性
が高く、説明責任を果たす形で社内のAIの利用を促進するため、当社にAIガバナンス設計支援の依頼がありました。

評価の実施と
目標設定

AIガバナンス方針
社内規程の策定

リスク管理
プロセスの策定と
リスク評価

経営報告プロセス・
報告事項の整備

支援内容

成果物

既存のAIガバナンス態勢を
評価し、目標を設定。目標達
成の論点を整理、ロードマッ
プとして対応事項を策定

AIガバナンス方針、利活用
ルール策定を通じ役割と責
任を明確化

AIリスク評価の枠組み、プロ
セスを整備。社内AI活用事
例、既存の対策をもとにリス
クを評価、低減対策を整理

経営への報告プロセス・内
容を整理し、経営判断を各
種対応策へ反映する場とし
て委員会を整備

•成熟度評価レポート
•ロードマップ

• AIガバナンスポリシー
• AI管理規程類

• AIリスク・統制一覧 • AIガバナンス報告レポート
•委員会憲章
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